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笙 ln同 十 鮒 涌 営 盗 会
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

団
結
す
れ
ば何

か
が
で
き
る
。

ン
霧
離

向
記
念

式
典

開
催

①
開
催
日
時

一
九
九
四
年

⌒平
成
六
年
）

十

一
月
二
十
八
日
の

十
後
工
時
か
ら
六
時
ま
で

Ｏ
式
典
会
場

神
奈
川
自
治
会
館

七
階
ホ
ー
ル

Ｏ
式
典
内
容

第

一
部
　
記
念
式
典

●
退
職
者
こ
だ
ま
会
１０
年
間
の
歩
み

報押
生
白

●
功
労
者
表
彰

●
記
合
講
演

第
二
部
　
記
合
パ
ー
テ
ィ

●
会
員
に
よ
る
芸
能
披
露

●
記
念
パ
ー
テ
ィ

ロ
記
念
誌
出
版

「退
職
者
こ
だ
ま
会
１０
年
を
ふ
り
か

え
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
編
集

式
典
当
日
配
布
予
定

⌒
二
～
三
頁
記
載
）

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
賀
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
中
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内
（３
Ｆ
分
室
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
苑

（電
話
）
〇
四
五
ご
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
奎
一
〓

こ
〓
〓

七
九

・
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号八

七
八

一
三
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
圧

○
〇
二
五
〇
―
九
十
六
六
五
人
○

会
費
関
係

い
入

〈
ム
金
　
な
し

０
終
身
会
賛
　
一
一五
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費

〓
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。
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本
年
の
結
会
も
　
は
江
市
中
に
い
勤
力
会
付

の
性
朴
閉
郎
に
伴
う
影
糾
か
ら
　
触
よ
巾
込
ん

労
働
会
付

へ
中
と
か
性
到
し
た
た
め
　
公
場
の

＝
保
が
六
月
末
日
に
↑
仇
な
く
さ
れ
た

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

外
十
１１‐１
北
町
地
■

結
会
は
、

六
月

一
ト
ーー
味
竹
後
　
時
か
ら
前
だ

会
席
円
件
ホ
ー
ル
て
開
＝
き
れ
た

＝
会
は
明
Ｈ
昨
■
が
】
た
り
、

会
政
な
枚
六

二
九
名
、

う
ち
　
―――
＝
キ
ｈ
人
名

一分
■
■

八
円
名
、

十
四
円
　
名
一
と
な
り
　
会
，１１１
外
に

た
に
よ
―ナ
会
虫
結
枚
の

ｉ
分
の
　
を
超
す
の
で

裕
会
が
成
↓
し
た
肯
　
■

‐‐さ
れ
た

次
い
て
　
こ
こ
　
午
―ｌｉｊ
の
物
ｋ
さ
れ
た
会
虫

四
名
に
対
し
　
分
―ｌｉｌ
の
叫
と
う
を
外
け
た

化
す
　
開
公
の
あ
い
き
つ
が
　
■
ん
刑
代
其

い
，
か
ら
の
べ
ら
れ
た
十
こ
の
中
て
、

町
に
品

怖
析
袖
―――
政
丼
の
ｉ
要
＝
を
は
前
さ
れ
た

０

「代
表
幹
事
の
あ
い
さ
つ
」
か
ら

式
次
第
に
よ
り
、

化
す
、

地
に
代
扶
け
■
が

技
わ
に
た
ち
　
込
駐
子
会
の
た
展
地
イー
を
人
体

に
た
と
え
、

会
が
大
き
く
な

っ
て
活
動
を
し
な

い
と
止
動
不
足
の
肥
満
体
と
な
―，
動
脈
把
化
を

起
す
　
「
こ
た
ま
会
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
、

中

内
中
十
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
担
当
な
活
動
を

し
、

健
康
体
に
な
る
よ
う
竹
め
て
い
る
　
会
政

教
　
け
政
事
情
、

活
動
の
あ
―，
方
が
こ
の
化
峡

（会
報
第
郷
号
二
～
五
頁
参
照
）

を
は
か
る
民
に
と
い
え
る
　
ヤて
れ
と
他
力
会
”

Ｌ
砲
を

‐
―十
き
な
い
■
枚
、

塙
色
を
出
「

一と
も

忘
れ
て
は
な
う
な
い
　
ア、小蚊
■
Ｔ
れ
■
性
，
Ｌ

う
　
多

い
地
批
か
う
　
と
＝
士

つ
て
「
　
出
‐―

介
い
”
純
朴
化
■
収
刑
子
よ
う
に
な
「
■
　
十‐

姉
い
と
朴
た
た

０

「来
賓
あ
い
さ
つ
」
か
ら

ま
す
、

い
凧
労
　
中
い
中
成
社
ｈ
を
買
に
十

ら
机
村
と
快
励
が
よ
ｉｌ
ら
れ
た

［
山
円
‐ ‐
口
Ｈ
］

（
〈
不
数
型
刷
口
巧
二

～

五

百
容
参

昭
ど

洗
■
に
移
る
に
化
ャ
ら
、
ィは
■
逆
出
に
杉
―，
、

力
場

一
故
で
北
■
火
郎
氏
を
昨
年
に
引
札
き
品

長
に
述
―ｌｉ
　
乱
中
に
人
っ
た

「

一
九
九
二
年

（平
成
五
年
一
度

経
過
報
告

和
十‐‐
■
材
―‐ｊ
次
上
か
ら
次
の
作
～
取
に
つ
い

て
則
，向
ん
式
に
よ
―サ
■
――――
な
れ
明
か
行
わ
れ

一
に

■
退
取
杵
会
を
と
い
ま
く
情
勢

巾
「
会
会
虫
大
会
状
況
と
加
人

へ
の
収
純
ユ

内
社
わ
体
制
の
机
況

」
↑
労
市
開
体

‐テー

「
逃
味
の
会
ｔ
の
充
夜
拡
大
と
対
は

へ
公
＝
の
発
行

卜
そ
の
他

‐２‐

一
九
九
二
年

（平
成
五
年
）
度

収
支
決
算
報
告

―‐１
じ
く
和
Ｈ
■
ル
ートも
次
に
よ
り
収
支
決
件
古

に
も
と
つ
と
、

只
体
的
に
純
明
が
な
さ
れ
た

０

一
九
九
二
年

（平
成
二
年
）
度

監
査
報
告

硫
析
帰
■
か
ら
‐―ｌｉ
介
”
―
‐
―
‐

舛
　
収
支
社
拠
＝

加
　
口
↑
旭
――，ｔ
■
サ
に
つ
い
て
ア
■
に
枚
イー
さ
れ

て
い
る
；
止
川
チ
な
ど
れ
た

以
―
―
！
―
■
つ
い
て
　
ヽ
原
取
”
―‐
‐
‐

■

ｈ
れ
…
，
４
ｔ
ズ
ｒ
Ｈ
４‐‐
ｒ
に
よ
「
代

Ｆ，
！
と
れ
た

「

一
九
九
四

⌒平
成
六
年
ヤ
度

活
動
方
針

（実
）

＝
山
―‐
ｊｌ
に
つ
い
一
■
　
占
■
■
ｉ
町
１て
■

洗
“
Ｉ
市

っ
て
，
「
州
――
順
卜
札
明
！
れ
一

十
八ふ
中Щ
仰

′、
■
■
“

”
ｆｉｌ‐
↓
ｍ
ｌ
‐‐‐
１

年
だ
念
■
来
に
つ
い
て

い
枚
行
体
ｌｉｌｌ
の
充
実
と
袖
ｔ

二

趣
味
の
会
」
の
充
使
と
拡
大

い
会
服
た
わ
の
出
久
的
体
制
に
‐ｒｒｊ
け
て

内
そ
の
他

‐５‐
一
九
九
四
年

（平
成
六
年
）
度

収
支
予
算

（
栗
）

‐‐１
イて
■
ル
ー‐ｊ
ｌｔ
か
ら
棋
究
に
忙
世
の
収
え
ｒ

竹
＝

一女
一
に
つ
い
て
純
明
か
な
き
れ
た

こ
の
あ
と
、

」
‐５
に
つ
い
て
　
打
採
決
か
れ

わ
れ
た
か
　
ｔｌ
北
も
な
く
令
只
加
子
を
も

っ
て

原
々
と
お
―ナ
呵
決
き
れ
た

こ
こ
て
洗
に
昨
坤
、　

‐‐！
会
の
明
―――
市
■
か
ら

な
公
述
■
に
対
す
る
協
力
に
は
耐
し
、

閉
会
の

こ
と
は
を
、

鈴
木
制
代
共
叶
■
に
よ
っ
て
怖
い

（次
頁

へ
つ
づ
く

）

開会あいさつ (生方副代表幹事)

病平
~~~~~―  i十 」_十 千十 ャ

会員 (代議員)の みなさん
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『退
職
曽
こ
だ
き
舎

副
壷
Ⅷ
同
等
副
倉
衝
事
に
つ
い
て
』

去
る
六
月
二
十
日
開
会
の
第
十
回
通

常
総
会
に
於
て
承
認
を
得
た
、

標
記
記

念
行
事
に
つ
い
て
は
、

記
念
行
事
実
行

委
員
会
を
設
け
、

別
表
の
と
お
り
、

式

典
実
行
委
員
会
と
、

記
合
誌
編
集
委
員

会
の
ニ
ツ
の
小
委
員
会
を
設
け
、

そ
れ

ぞ
れ
に
、

役
員
と

一
般
会
員
の
中
か
ら

若
干
名
に
委
任
し
て
、

事
業
内
容
の
校

討
を
願
っ
た
。

そ
の
結
果
、

七
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
、各

小
委
員
会
ご
と
に
、

ま
た
、

場
合
に
よ
っ
て
両
小
委
員
会
合

同
に
よ
り
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
左
記

の
よ
う
な
成
案
の
答
中
を
得
た
の
で
、

実
施
に
向
か
っ
て
準
備
作
業
を
す
す
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
貞
の
方
々
の
応

分
の
ご
協
力
を
期
待
す
る
次
第
で
あ

″つ
。

「
し

向
記
念
式
典
開
催

日
　
時
　
平
成
六
年
十
一
月
二
十
八

日
仰
午
後
工
時
か
ら
六
時

〈
ム
　

場
　
神
奈
川
自
治
会
館

七
階
ホ
ー
ル

式
典
内
容

第

一
部
　
記
念
式
典

●
退
職
者
こ
だ
ま
会
１０
年
問

の
歩
み
の
報
告

●
功
労
者
表
彰

⌒感
謝
状
　
記
念
品
贈
呈
）

●
記
合
講
濃

な
お
、

式
典
に
つ
い
て
は
率

議
の
過
程
に
お
い
て
、　

一
部
会

員
や
役
員
か
ら
希
望
の
あ

っ

た
、　

一
泊
二
日
に
よ
る
保
差
所

活
用
に
よ
る
案
も
検
討
さ
れ
た

が
、

会
場
確
保
、

参
加
人
員
把

握
、

経
費
と
参
加
者

一
部
負
担

な
ど
不
確
定
要
素
が
多
か
っ
た

の
で
、

今
回
は
前
案
の
と
お
り

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お

細
部
に
つ
い
て
は
、

更
に
煮
詰

め
て
、

会
員
に
は
、

別
途
ご
通

知
す
る
予
定
で
あ
る
。是

非
共
、

ご
諒
承
の
上
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

口
記
念
誌
出
版

「退
職
者
こ
だ
ま
会
１０
年
を
ふ
り
か

え
っ
て
」
を
主
要
テ
ー
マ
に
編
集
す

る
こ
と
と
し
、

式
典
当
日
に
配
布
出

来
る
よ
う
作
業
を
す
す
め
る
こ
と
と

し
た
。

計 ☆ EPは題pltの会の代表

こだま会創立10周年記念行事実行委員会

式典4ミ行委員会 言こ念註編集委貞会

実イ丁委員

, 方  式 催大

1情   考

1座長)副 イt表幹事

綿集委員

明 田  同J 一

備   考

1庄長1卓iヨ

鈴 木  志 げ子 目Ⅲ代表幹手 団 本 表 明 羊車

☆
■系田 官 十一 赳味の会世話人 れA lr ま さ7 監享

,  ヽ 11      'F 幹車 加 藤  利  私 目」代表幹事

水  美 ヤ 魅
趣plの会世話人 木 村  武  予 幹事

☆
小 茂

趣味の会世前人

武朋
木

暉
青

事務局長
航
木

ぃ
吉

事務局長

ク  )

日  武  雄
事務局次長

十 夕  )

キB日 さ 雄 車務局次長

(  ク  )
ホ 野 F T  六 で 干 事務局次長

(  ク

ハ 野 田 ネで千
)

事務局次長

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

く
く
り
の
閉
会
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

無
事

閉
会

し
た
。

引
続
い
て
怨
親
会
会
員
四
七
名
が
参
集
し
会

場
を
農
協
会
館
地
下
食
堂
に
移
し
　
楽
し
い
懇

親
交
流
が
行
わ
れ
た
。

会
場
は
会
貞
に
よ
っ
て

満
席
の
程
況
を
極
め
た
（

料
理
を
は
さ
ん
で
五

〇
名
の
参
加
者
が
、

荒
井
太
郎
氏
の
乾
肝
の
あ

と
、

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
、

楽
し
い

一
日
の

締
め
く
く
り
と
な

っ
た
。

懇
親
会
の
参
加
者
が

増
加
す
る
に
伴
い
、

こ
の
地
下
食
堂
も
今
回
で

満
杯
状
況
に
な

っ
た
の
で
、

明
年
の
参
加
者
数

次
第
で
は
会
場
を
他
の
場
所
に
探
す
必
要
に
迪

ら
れ
る
と

い
う
嬉
し

い
悲
鳴
現
象
と
相
成

っ

た
。
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（各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
事
務
局
ま
で
）

奥
飛
騨
旅
情
」

と
　
き
　
十
月
十
七
日
明
～

一
人
日

山
　
一
泊
二
日

コ
ー
ス
　
左
記
参
＝

⌒神
奈
川
県
観

光
バ
ス
利
用
）

一
日
日
　
出
発
地
～
中
央
道
、

長
野

道
―
新
向
々
～
鵬
雲
崎
展

望
台
～
安
房
峠
―
平
湯
大

滝
～
兜
飛
卵
泣
泉
郷
、

新

ヤ
湯
流
泉

一油
）

工
」十
日
　
安
明
峠
―
奪
ト
ン
ネ
ル
ー

上
高
地

⌒人
下
池
…
梓
川

…
ウ
エ
ス
ト
ン
仲
‥
河
主

桁
、

の
ん
び
―，
散
策
）
―

長
野
道
、

中
央
道
～
出
発

地

⌒午
後
人
時
三
十
分
頃

着
）

費
　
用
　
⌒旅
行
代
金
）

一
九
、

人
〇
〇
円

こ
こ
し
ば
ら
く
行
事
が
遠
の
い
で
い

た
こ
の
会
を
、

新
し
い
発
想
で
再
出
発

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
、

現
役
時

代
、

県
の
教
養
月
報
で
長
ら
く
ハ
イ
キ

ン
グ
の
案
内
記
事
を
執
革
さ
れ
て
い

た
、

当
会
員
、

松
尾
良
文
氏
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、

去
る
七
月
二
日
働
午

後

一
時
か
ら
、

自
治
会
館
会
議
室
で
、

部
会
員
有
志
の
ご
参
集
を
得
て
左
記
の

と
お
り
開
催
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
、

部
会
員
四
十
名

の
う
ち
十
二
名
で
、

先
ず
、

特
別
講
師

の
な
尾
さ
ん
か
ら
、

次
の
よ
う
な
、　

ハ

イ
キ
ン
グ
を
行
う
場
合
の
基
本
的
心
構

え
な
ど
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

い
ま
く
ら

●
和
す
り
あ
う
も
多
生
の
稼

●
す
べ
て
平
等

●
な
ぜ
的
に
行
く
か

０
山

へ
の
動
機

●
歩
き
の
効
用

０
今
日
集
ま
っ
た
こ
と
の
意
義
な
ど

以
上
の
よ
う
な
初
歩
的
基
本
的
お
話

し
が
あ
り
、

こ
の
あ
と
、

参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
合
い
、

門
最
近
こ

⌒次
頁
へ
つ
づ
く
）

七
月
以
降
実
施
さ
れ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

Ｏ
歴
史
教
室

（第
十
八
回
）

と
　
さ
　
七
月
二
十
二
日
０

午
後

一
時
三
十
分
～
四
時

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

⌒市
バ

ス
警
友
病
院
前
）

テ
ー
マ
　
喫
茶
史
考

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

回
を
電
ね
る
ご
と
に
参
加
者
の
増
加

に
よ
る
教
室
の
確
保
に
頭
を
抱
え
る
世

話
人
と
事
務
局
、

今
回
の
参
加
者
は
四

二
名
、そ
し
て
テ
ー
マ
は

一
寸
変
っ
た
、

「喫
茶
史
考
」
と
題
し
、

茶
の
起
源
、

禅
と
茶
、

本
の
効
用
、

茶
道
な
ど
茶
に

ま
つ
わ
る
歴
史
の
解
説
が
あ
っ
た
。

Ｏ
歴
史
散
歩
の
会

（第
十
回
）

と
　
き
　
十
月
十
四
日
０

と
こ
ろ
　
秋
の
東
海
道
ヤ
塚
宿
の
史

跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
　
お
菊
琢
―
十
琢
八
唯
付
‐

平
琢
市
＝
物
館
―
崎
掌
十

１
要
法
キ
　
平
琢
の
啄
‐

お
初
の
基
―
大
田
道
浮
遺

跡
の
碑

経
　
費
　
一
人
　
千
円

現
地
解
説
　
特
別
講
師

荒
井
大
郎
氏

Ｏ
歴
史
教
室

（第
十
九
回
）

と
　
き
　
十

一
月
十
七
日
内

午
後

一
時
三
十
分
～
四
時

と
こ
ろ
　
神
奈
川
白
市
会
館

⌒市
バ

ス
警
友
病
院
前
）

テ
ー
マ
　
加
貨
の
千
代

⌒俳
句
に
生
涯
を
賭
け
た

女
）

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

今
秋
の
旅
行
計
画
は
、

演
歌
で
も
ヒ

ッ
ト
し
た
奥
飛
畔
旅
情
を
求
め
て
下
記

の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

記

（第
七
回
）

Ｏ

「紅
葉
の
上
高
地
、

露
天
風
呂

・

健康ウォークの会ゼミ
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

の
四
十
五
年
間
に
行

っ
た
と
こ
ろ
回
山

歴
何
年
位

・
好
み
　
こ
れ
か
ら
ど
う
い

う
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
か
な
ど
述
べ
あ

っ
た
。

次
に
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

史
更

は
避
け
、

人
員
抑
～
２５
人
位
で
、

年

一

十
二
回
か
ら
始
め
る
こ
と
な
ど
話
し
合

わ
れ
た
ｃ

実
施
す
る
場
合
大
切
な
約
束
ご
と
と

し
て
は
、

０
人
気
は
当
日
切
Ｎ
Ｈ
Ｒ
十

一
で

降
雨
昨
千
３０
％
以
Ｌ
中

ｌｌｉ

●
体
制
の
な
い
人
は
参
加
中
止

但
し
連
絡
不
要

●
当
日
は
述
刻
し
て
も
行
た
な
い

●
―――
行
途
中
で
起
き
た
■
故
は
、

み

な
で
対
応
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
っ
た
．

さ
ら
に
、

協
議
キ
壇
と
し
て
、

障
害

保
険
加
人
、

必
要
な
持
物

⌒チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
）
と
そ
の
点
校
な
ど
話
し
合
わ

れ
、

秋
の

「健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
／１‥
記

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

「た

０
と
　
き
　
十
月
五
日
十木

・０
と
こ
ろ
　
厚
木
市
七
沢

「針
ヶ
岳
」

０

コ
ー
ス
　
厚
木

バ
ス
セ

ン
タ
ー
…

⌒バ
ス
）
…
広
沢
寺
温
泉

人
ロ
ー
ｔ
，
場
―
鈍
ヶ
岳

―
山
の
神
―
広
沢
キ
泣
泉

●
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

今
回
の
料
理
教
生
は
、

県
耽
労
壮
年

部
ｉ
性
に
、

当
会
が
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
共
住
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
左

た
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

何
分
に
も
、

何
処
も
調
理
年
の
関
係
で
人
員
に
制
約

が
あ
る
の
が
、

悩
み
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、

人
′
後
参
加
希
望
の
方
は
、

”
防
巧

へ
、

料
叫
教
生
人
会

へ
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
．

レ
一　
去
」

九
月
ｉ
Ｈ
出

Ｔ
前
十
時
―
■
後
三
時

と
こ
ろ
　
れ
の
向

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

テ
ー

マ

「新
米
を
使

っ
た
、

に
ぎ
り
寿
し
教

と
」
～
家
に
で
気
昨
に
つ
く
れ
る

「
に

ぎ
り
寿
し
」
に
挑
戦

さ
て
、

当
日
は
、

参
加
者
約
二
〇
名
、

う
ち
、

こ
だ
ま
公
か
ら
数
名
参
加
、

講

的
の
厚
木
病
院
の
倣
塚
詞
型
怖
の
訓
型

と
飽
丁
さ
ば
さ
に
感
心
し
乍
ら
、

水
】

関
係
の
会
貝
の
尽
力
で
人
子
し
た
、　

マ

グ
ロ
ト
ロ
、■

イ
カ
の
エ
ギ
リ
に
批
戦
、

ビ
ー
ル
片
子
に
賞
味
。

た
の
し
い

一
日

で
し
た
。

】
公
劇
代
表
昨
■
、

鈴
木
志
げ
Ｔ
氏

仙
人
の
木
公

⌒表
千
家
流
体
楽
会
会
県

ベ
ト
名
）
に
】
公
貝
で
あ
半
の
方
は
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、

希
望
者
は
事
務
局
ま
で
，

い
と
　
き
　
十
月
二
十
川
印

午
前
十

一
時
三
●
分
～
午

後

工
叶
二
０
分

―――
阿
抗
中
向
秀
―――
茄

杖
よ
眠
束
口

「そ
ご
う
～
ハ
階
本
■
Ｆ
た

心
庵
」

１
、

五
〇
〇
円

一市
本
と

■
心
）

】
Ｈ
徴
収

・●
往
　
歩

●
携
行
品

●
集
　
合

部
公
虫
に
は
、

汗
細
辿
杵
市

松
に
史
文
氏

一こ
だ
ま
公

々
貝
、

性
市
人
代
表
一

約

二
吋
問

（丁
味
）

十
】
、

水
前
、

内
人
用
共
、

１
万
れ
千
地
円

「
呼
オ
、

」

勉小
１１１
を
一
本
り
木
代

――
トル

老
名
布
１，
一
改
札

――
制
九

時
ｉ

●
分
た
一に

な
い
」

調理実技に先立ち、井口和子講師から、酢の効用
活用法の話話があった。

いよいよ実技、ニギリの練習開始。一人前の寿 し

職人には8年の年期がいる。

〓
寧
濃
奏

！
と
こ
ろ

●
経
　
費
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年
金
保
険
料
を
引
き
上
げ
る

一
方

で
、

厚
生
、

共
済
年
金
の
前
額
支
給
開

始
年
締
を
６５
歳
に
遅
ら
せ
る
と
い
う
、

対
象
者
に
と
っ
て
改
忌
的
性
格
の
強

い
、

年
金
法
案
が
、

六
月
二
十
九
日
の

通
常
国
会
の
会
期
切
れ
で
継
続
審
議
に

持
ち
越
さ
れ
た
。

先
の

「政
変
」
で
法
案
を
提
出
し
た

旧
運
立
与
党
が
野
党
に
回
り
、

法
矢
の

修
正
を
求
め
て
い
た
自
民
党
、

社
会
党

が
与
党
に
な
っ
た
が
、
日
本
共
産
党
以

外
の
政
党
は
、

年
金
法
成
立
で
は

一
致

し
て
お
り
、

井
出
厚
相
も
早
期
成
立
を

と
な
え
て
い
る
。

一
方
、

主
体
官
庁
の
厚
生
省
は
、

法

案
が
先
の
国
会
で
成
立
し
な
か
っ
た
こ

（問
）

本
年
度
は
第

一
次
の
昭
和
六

一
年
度
実
施
の
年
金
大
改
正

に
次
ぐ
年
金
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

私
の
退
職
前
の
こ
と
な
の

で
よ
く
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
第

一
次
改
正
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

（Ｍ

・
Ｔ
）

（解
説
）

年
金
改
革
と
、

当
退
職
者
こ
だ
ま
会

と
は
、

因
縁
茂
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、

当
会
の
成
立
の
動

機
も
、

年
金
改
悪
の
危
機
感
が

一
つ
の

動
機
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し

ょ
う
。

国
会

へ
の
請
願
な
ど
、

役
員
、

会
員
が
何
回
と
な
く
足
を
運
ん
だ
の
が

昨
日
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

と
に
、

い
ら
だ
ち
を
強
め
、

自
民
党
な

ど
の
同
庫
負
担
引
き
上
げ
の
修
正
問
題

は
、

今
回
の
改
正
と
は
別
個
の
将
来
の

課
題
と
し
て
、
「政
権
が
変
わ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、

原
案
通
り
成
立
と
い
う
、

当
省
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
」
と

強
気
で
、

法
案
の
大
部
分
が
こ
と
し
十

月
実
施
で
あ
る
た
め
、

臨
時
回
公
の
早

期
開
会
と

「修
正
」
を
避
け
て
の
成
と

を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

″つ
。そ

こ
で
、

今
回
の
こ
の
講
座
で
は
、

年
金
法
案
の
解
説
は
成
立
後
に
先
送
り

し
、

次
の
質
問
に
対
す
る
解
説
を
の
ベ

て
み
た
い
と
思
う
。

さ
て
、

昭
和
六
十

一
年

（
一
九
八
六

年
）
の
改
正
は
、

公
的
年
金

一
元
化
の

名
の
下
に
、

そ
の
第

一
弾
と
し
て
、

破

産
的
状
況
に
あ
る
、

旧
国
鉄
共
済
年
金

と
た
ば
こ
共
済
年
金
等
を
救
清
す
る
為

の
各
年
金
か
ら
の
強
出
割
当
と
、ま

た
、

私
た
ち
共
済
年
金
で
は
共
済
年
金
の
支

給
を
受
け
る
人
を
通
年
方
式

（厚
生
年

今
方
式
）
に
再
計
算
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

従
前
の
共
済
年
金
は
、

原
則
と
し
て

退
職
前

一
年
間
の
掛
金
の
標
準
と
な
っ

た
給
料
の
額
を
基
礎
と
し
て
、

そ
の
額

が
算
定
さ
れ
て
い
た
．
こ
れ
を

一
般
方

式
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
時
の
改
正
で

は
、

こ
れ
を
、

厚
■
年
金
方
式
の
よ
う

に
、

全
組
合
員
期
間
に
係
る
平
均
給
料

月
額
を
基
礎
と
し
て
年
金
額
を
算
定
す

る
こ
と
と
し
、

法
改
正
以
上
の
年
金
受

給
者
も
こ
れ
に
準
し
て
再
計
算
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
、

私
た
ち
は
年
金
問
題
に
全
く

無
知
に
等
し
く
、

厚
生
年
金
方
式
を
適

用
さ
れ
る
と
、

例
え
ば
、

３０
年
地
方
公

務
員
生
活
を
送
っ
て
退
職
し
た
年
全
受

給
者
は
、

全
組
合
期
間
三
〇
年
の
平
均

給
料
額
を
基
準
と
す
れ
ば
、

こ
の
期
間

の
半
分
の
十
五
年
前
の
給
料
水
準
を
基

本
に
再
計
算
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、

つ
ま
り
年
金
額
が
現
在
の
半
分
柱

度
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
心
配
し
た

の
で
あ
る
。

反
面
、

こ
れ
も

一
理
は
あ

る
が
、

こ
れ
を
押
し
付
け
る
と
、

こ
れ

を
所
轄
し
て
い
る
中
央
官
庁
の
公
務
員

そ
の
人
、

自
体
が
自
分
で
自
分
の
首
を

柿
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

そ
う
ひ
ど

い
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
、

慰
め
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
共
済
年
金
は
、

改
正

以
前
の
五
年
前
の
給
料
を
昭
和
６０
年
度

の
水
準
と
す
る
よ
う
、
「全
期
間
換
算

率
」
な
ど
で
緩
和
経
過
措
置
を
と
っ
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
れ
以
前
に
退
職
し
た
人
に

つ
い
て
も

「
五
年
換
算
率
」
や
更
に
全

期
間
換
算
辛
」
な
ど
で
極
端
な
年
金
額

の
落
込
み
が
な
い
よ
う
措
置
が
と
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
措
置
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
方
公
務
員
に
つ

い
て
み
て
も
、

約
五
割
の
人
が
再
計
算

さ
れ
て
も
現
受
給
額
が
再
計
算
に
よ
る

年
金
額
よ
り
高
い
と
し
て
、

法
改
正
後

の
通
年
方
式
で
計
算
し
た
額
を
年
々
物

価
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
、

そ
の
額
が
現
受
給

額
に
達
す
る
ま
で
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
を

行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

（こ
れ
を

足
踏
み
と
い
う
）
本
県
職
員
退
職
者
を

み
て
も
、

こ
の

「足
踏
み
」
期
間
が
平

均
五
年
間
、

長
い
人
で
十
年
間
と
い
う

例
が
多
く
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

こ
の
法
改
正
以
前
と
以
後
に

退
職
し
た
人
の
、

退
職
時
の
給
料
月
額

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
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(注)11 -【算定例計算の条件】――――――――――――

|  (部  局 長級)

1   0組 合員期間

1   0退 職時年飾
1  信果長llx)

O組 合員期間

0退 職時年飾
(一般職)

D組 合員期間

0退 職H手年齢

共済年金の事例比較表

35年 0月

58歳

35年 0月

58歳

37年 0月

60歳

「平成 5 3退 職者」の

年金額には、加袷年金

額 (17708円 )を 含む3
「退職時 の拾十 月額J

は、退職 日の属する月

の初 日のキ合|1月額。

昭和60年法改正Hlの旧

共済よによるJ里職年金

は、退職前11年間の袷

十1絡額が基礎となって

いたが、新共i斉法によ

る退職 共店年今は、Tll合長期間の今期

間にみあ う1え均十常1月額 を算定 し、そ

れを基礎 として年令額を計算する。

「昭和583i堅 職者」の年金 慨 裁,と年

金)は 、昭和60年法改正により新算定

方式に基づき災定啓えが行われている

力S、その裁定昔えの年金額を超えるま

で従前額 (昭和61331現 れの年金

額)が 保障されている, a

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

と
年
金
月
額
の
事
例
比
較
が
、

白
治
労

連
の
資
料
に
あ
る
の
で
、

参
考
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

法
改
正
後
の
退
取

者
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
給
料
の
月
徳
は

上
っ
て
い
る
も
の
の
、

法
以
前
の
同
格

の
人
よ
り
年
金
額
は
高
く
な
く
、

法
改

正
の
現
実
の
厳
し
さ
を
み
せ
つ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

　

（文
責
　
児
玉
）

（
サ
ン
ケ
イ
　
ス
ポ

ー
ツ
紙
か
ら
）

「
改

に

生

成

ヤ

後

に
国

会

競

貞

に

な

っ

た
者

‐

と

さ

れ

て

い
る

た

め

で

、

議

員

の
巾

か

ら

さ

え

「
田

民

に

厚

■

イＦ
金

の

支

給

開

布

年

怖

引

き

に

げ

を

求

め

る
談

員

が

、

向

分

だ

け

は

６０
歳

支

給

の
思

恵

に
あ

ず

か

る

の
は

お

手

盛

り

だ

一
と

の

批

川

が

出

た

。

を
支
払
う
．

現
職
回
公
競
貞
が
積
み
立
て
る
細
付

金

（掛
け
金
）
は
年

間
約
９
億
円
。

毎
年
総
支
給
額

の
半
分
以
上
に
】
た

る
１０
億
円
以
■
を

一
般
会
計
か
ら
回
庫

に
補
助
し
て

い
る
。

本
当
に
怒
る
わ
よ
″

庁  本
年  金  月  額 退職時の給|+月額

昭和583退 職者 1平成 5 3退 職者 昭和583退 職者 平成 5 3退 職者

部 局 長級 297,6魯さ
円 円

244i391
Fl

4231600
円

562 100

課 長  級 2491108 234‐758 3431900 494 000

一 般  職 244 608 229 341          289 800 410 000

※年金額は、平成 5年 度額であり、上記算定lllは一つの事例である。

国
会
議
員
だ
け
が
な
ぜ

―■―
会
経
員
の
，
効
午
金
制
度
の
改
正

案
か
　
迎
付
」―
会
に
批
出
さ
れ
る
方
向

と
な
っ
た
が
、

支
給
開
始
年
締
の
６５
れ

へ
の
引
き
上
げ
が
現
職
洗
虫
に
は
適
用

さ
れ
ず
　
６０
札
支
給
開
始
か
糾
机
さ
れ

る
仕
莉
み
に
な
っ
て
い
る
点
か
物
競
を

同
会
議
虫
庄
助
午
令
制
度
は
　

１０
年

以
上
阿
会
誤
員
を
務
め
た
者
を
対
象

に

■
４
礎
枚
空

一現
行

９８
ガ
９
０
０
０
円
）

の
３
分

の
１
を
本
人
に
支
払
う
普
地
退

職
午
金
●
占
Ｈ
先
亡

の
際
追
族
に
支
払

う
違
族
午
令
―

か
社
．
１
９
９
４
年
度

予
算
家

で
は

約

８
０
０
人
の
元

一故
）

歳
支
給
継
続
に
批
判

離

し

て

い
る

。

こ
れ

は

、

徳伽性姉棚　　節叫

議
員
に
つ
い

て
、

な
徹
勢

億
円
の
年
令
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大豆食品のおかげ乳
ガ
ン
な
ど
日
本
人
に
少
な
く

れ

て

い
る
。

国
立

が

ん
セ

ン
タ

ー
研
究
所

の
渡

辺

昌
　
疫

学
部
長
ら

は
植

物

の
中

に
も
人

間

の
ホ

ル

モ

ン
と

よ
く
似

た
物
質

が
含
ま

れ

て

い
る
こ
と

に

着
日
、

こ
れ
ら
と
ガ

ン
発
生
率
と

の
関
連
を
調

べ
た
。

調
査

で
は
長

野
県

に
住

む
男
性

約

二
十
人
と

、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
ほ
ほ
同
数

の
男
性

に

つ
い
て
食

生
活

を
調

べ
、

ホ

ル
モ

ン
様

物
質

の
皿
中
濃
度
を

調

べ
た
。

そ

の
結

果
、

納

豆

や
豆
腐

な
ど

の
大

豆
製

品

に
由
来
す

る
と

み
ら
れ

る
イ

ソ

フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド

と
呼
ば
れ
る
物
質

の
血
中
没
度

は
、

日
本
人
が

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
人

の
約

四
十
倍
と

際
立

っ
て
高

か

っ
た
。

日
本

人

に
前
立
腺

（せ

ん
）

ガ

ン
や
乳

ガ

ン
が

少

な

い
の
は
、

豆
腐

や
納

豆
な
ど

の
お
か
げ
―
―

そ
ん
な

可
能
性
を

強

く
示
す
調
査
結
果
を

、

国
立

が
ん

セ

ン
タ
ー
と

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

大
学

が
共

同

で
ま

と

め
た
。

大
立
製

品

に
含

ま

れ

て

い
る
女
性

ホ

ル
モ

ン
に
似
た
物
質

が
、

こ
れ

ら

の
ガ

ン
発
生
を
抑

え

て

い
る
可
能
性

が
あ

る
と

い

う
。

仙
台
市

で
開

か
れ
た

日
本
癌

（が

ん
）

学
会

で
発
表

さ

れ
た
。

体
内

で
分

泌

さ
れ

る
ネ

ル

モ
ン
は
、

前
立
腺

ガ

ン
や
乳

ガ

ン
の
発

生
と

関
係

が
あ

る

こ
と

が
知

ら

国立 がん セ ンター

ヘルシンキ大まとめ

抗
生
物
質
と
耐
性
菌

ど
ん
な
盾
で

も
貫
け
る
矛
。

ど
ん
な
才
で
も

防
げ
る
盾
。
こ

の
両
者
が
対
決

し
た
ら
ど
う
な

る
か
。

そ
れ
が

矛
盾

と

い
う

言
葉

の

い
わ
れ
だ

が
、

筆
備

競
争

は

よ
り

強

い
オ
、

よ
り

強

い
盾

の
開
発
を

求

め

て
、

と
ど

ま

る
と

こ
ろ
を
知

ら
な

い
。

実
と
病

気

の
関
係
も
、

似

た
と

こ
ろ
が
あ

る
ら
し

い

▼
肺
炎

な
ど

を
起

こ
す
肺
炎

球
菌

の
八

三
％
が
、

抗

生
物

質

に
た

い
し

て
抵
抗

力
を

も

つ
耐
性
菌

で
あ

る
こ
と

が
最

近

の
調
査

で
わ

か

っ
た
。

逆

に

い
う

と

、
ど

の
抗

生
物
質

で
も
効

く
菌

は

一
七

％
し
か

な

い
。

菌

が
耐
性
を

控
得
す

る

の
は
遺
伝

子

の
突
然
変

異

に
よ

っ
て
だ

が
、

そ

の
原
因

は
抗

生
物

質

の
使

い
過
ぎ

に

あ

る
と

い
わ

れ

る

▼
人

々
が

む

や
み

に
こ
れ

に
頼

る
も

の

だ

か

ら
、

西

は
鍛
え

ら
れ

て

強
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

抗

生
物

質

は
戦
後

、
業
効

あ
ら

た
か
な
救

世
主

と

し

て
登
場

し
た
。

高
価

だ

が
万
能

。
そ

の
お
か
げ

で
、

か

つ
て
死
病

と

い
わ

れ
た
結

核

も
、

今

日

で
は
恐

ろ
し

い
病

気

で
は
な

く
な

っ
た
。

修

辞

的

に

い
え

ば
、

私
た
ち

の

「
抗

生
物

質

信
仰
」

が

、
相
対

的

に
業
剤

の
力
を

弱

め
た

▼
耐

性
を
得

た
菌

や
ウ
イ

ル

ス
は
、

肺
炎

球
菌

に
限

る
ま

い
。

例
え
ば

結
核

菌

や
赤

痢
菌

な
ど

の
場

合

、
抗
生
物

質

が
効
く

の
は

何

％
ぐ

ら

い
あ

る

の
か
。

そ

の
広

が
り

は
ど

の
程
度
ま

で

迄

し

て

い
る

の
か
。

す

れ

っ

か
ら
し

に
な

っ
た
耐
性
歯

が

「
矢

で
も
鉄

砲

で
も
も

っ
て

こ

い
」

と

、

ふ

て
ぶ

て
し
く

開
き
直

っ
て

い
る
図
を
想

像

す

る
と

情

け
な
く

な

る

▼
医

食

同
源
。

健
康

を

保

つ
の
も

食
事
を

す

る

の
も
本
質

は
同

じ
と

い
う

。

風
邪
を

ひ

い
た

ら
卵
酒
を

飲

ん
で
早

め

に
慎

る

の
が

い
い
。

医
者

へ
行

っ

て
注
射
を
　

本

、
と

い
う
安

易

な
習
慣

が
、

罪

つ
く
り
を

し
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

（神
奈

川
新
聞

）

さ
す

が
苦

の
人

は
鋭

か

っ
た
。

た

と
え
ば

こ
ん
な
言

い
伝

え
。

「
朝

茶

は

福

が

増

す
」

「
朝

茶

は

そ

の
日

の
難

逃

れ
」
。

そ

れ

に

ど

霊
験
あ

ら

た
か
な
も

の
だ

か
ら

「
朝
茶

は

三
里
行

っ
て

も

飲

め
岩
朝

茶

は
七
里
帰

っ

て
も
飲

め
」

▲
七
里
ど

こ
ろ

か
、

大

平
洋
を
渡

っ
て
で
も

日
本
茶

を
飲

も
う

と
思

っ
て

い
る
米

国
人

が
多

い
か
も

し

れ
な

い
。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
で

開
か

れ
た
米
化

学
学
会

で
、

日
本
茶

の
発

が

ん
抑

制
効

果

が
報

告

さ
れ

た
か

ら
だ
。

マ

ウ

ス

に

よ

る

動

物

実

験

だ

が
、

効

果

は
圧
然

と

し

て

い

る

▲
米

国

の
研
究
機

関

に
よ

れ
ば

、

日
本

人

の
成

人
男
性

は
米

国
人

よ
り
た
ば

こ
を

吸

う

の
に
、

肺

が

ん
発
病
率

が

低

い
の
は
な

ぜ
か
と

い
う

疑

間
が
研
究

の
動
機
だ

っ
た
と

い
う

。
別

の
研
究
所

か
ら

は

緑
茶
を

飲

み
続

け
れ
ば

胃
が

ん
、

肝
臓

が

ん

の
発
病
卒

が

低

下
す

る
と

い
う
報
告

も
あ

っ
た

▲

日
本

で
は
緑
茶

に
含

ま

れ

る

タ

ン

ニ
ン
が

エ
イ
ズ

茶
の
効
用

・
再
発
見

に
効

く
と

い
う

研
究

が
発
表

さ
れ
た
。

日
本
茶

の
威

力

が

内

外

で
見
直

さ
れ
た
形

で
あ

る
。

〓

〓

一
年

、
す

で
に

「
茶

は
養

生

の
仙

英
な
り

。

延
命

の
妙
術

な
り
」

と
看

破

し
た
栄

西
禅

師
が
わ

が
意

を

得

た
と
ば

か
り
喜

ん

で

い
る

こ
と
だ

ろ
う

▲
こ
の
言
葉

は

日
本
最
初

の
茶
き

「
喫
茶

養

生
記
」

の
冒
頭
に
あ

る
。

エ

日
酔

い
で
音

し
ん

で

い
る
将

軍
実
朝

に
栄

西
は
茶
を

一
服

す

す

め

る
と
、

た
ち
ま
ち

元

気

を

回
復

し
た
。

そ

の
と

き

栄
西

は

「
喫
茶
養
生
記
」

を

献

じ

、
将

軍

の
ご
感
悦
を

得

た
と

い
う

か
ら
な

か
な
か

Ｐ

Ｒ
も
上
手

だ

▲
日
常
茶
飯

と

い
う

言
葉

も
あ

る
よ
う

に
、

茶

は
生

活
と
切

っ
て
も
切

れ

な

い
関
係

に
あ

っ
た
。

そ

れ

が

「
ち

ょ

っ
と
お
茶

で
も
」

と

い
い
な
が
ら
喫

茶
店

で

コ

ー

ヒ
ー
を

飲
む
時

代
。

禄
茶

の
消
費

は
低
迷

し

て

い
る
。

業
効

の
再
発

見
が

日
本
茶

の

起

死
回
生

、
延
命

の
妙
術

に

な

る
か
ど
う

か
。（毎

日
新
聞

）
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仙
台
市
言
葉

区

の
住
宅
街

の

一

角

。

そ

の
白

い
本

造

二
階
建

て

の

家

の
表
札

に
は
、

沖
直
子

さ
ん

（セ
）
、

長
谷

川
吾
和

子
さ

ん

そ
こ
、

但

木

⌒た
だ
き
）

信
ｒ
さ

ん

会
●

の
女

性

三
人

の
名

前
が
並

ん

で

い
る
。

独
身

を
通

し

て
き
た

三
人

は
、

隣
近

所

に
住
む
な
ど
約

四
十
年
来

の
友

人
同
十
。

次
第

に
強
ま

る

一

人
暮

ら
し

の
孤
独

感

や
、

急

に
倒

れ
た
と
き

の
不
安

を
前

に
、

八
年

前

、

長
谷
川
さ

ん
所
有

の
土
地

に

共
同
出
資

で
家
を
新

築

し
、　

一
緒

に
住

み
始

め
た
。

三
人

の
名

年

の
頭
文
字

に
ち

な

み
「
Ｈ
Ｏ

Ｔ

コ
ー
プ
」
と
名

付
け

た

家

は
、

仙
年

が
そ
れ
ぞ
れ
十

二
畳

ひ
と
つ
屋
根
の
下
で

の
広
さ
。

交

流

の
場
と

し

て
十

四

畳

に
ど

の
オ
ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
も

設

け
た
。

小

さ
な
図
書
室

も
あ

る
。

「
他

人

に
迷
惑

を

か

け

な

い
と

い
う

ル
ー

ル
を
守

れ
ば

、
あ
と

は

各

自

が

好

き

な

こ

と

を

し

て

よ

い
」

と
沖

さ

ん
。

気

に
な

る

こ
と

は
我
慢

せ
ず
本
音

で
言

い
合
う

の

が
、

う
ま
く
共
同
生
活

を

送
れ

る

コ
ツ
と

で

つ
。

三
人
と
も
異
な

っ
た
趣
味

、
活

動

の
場
を
持

つ
。

電
話

は
三
人
そ

れ
ぞ
れ
が
持

っ
て
お
り

、
新
聞

も

別

々
に
講
読

。
食
事

は
交
代

で
作

り

、
朝
と
夜

は

一
緒

に
食

べ
る
。

「
一
人

の
時

は
乱

れ
が

ち

だ

っ
た

食
事

も
、

規
則
工

し
く

、
き
ち

ん

と

し
た
も

の
を

取

る
よ
う

に
な

っ

た
」

と
但
木

さ

ん
。

共

同

で
負

担

す

る

の
は
食
費

と

光
熱
賛

で
、　
一

人
当

た
り
月

阿
万

円
。

行

月
、

あ

ま

っ
た
分

は
家

の

修
捨
策

に
積

み
立

て
て

い
る
．

「
親

ｒ

や
兄
弟

を
第

　

の
家
族

、

大

姉
を
第

　

の
家
族
と
す

れ
ば

、

私
た
ち

の
よ
う
な

シ

ン
グ

ル
同
■

は
さ
し
す

め
売

三

の
家
族
」

と
長

谷
川

さ

ん
，

′
亡、
配
な

の
は
体

が
弱
り
介
設

が

必
要

に
な

っ
た
時
だ

が
　

沖

さ
ん

は

「
そ

の
時

は
、

い
さ
ぎ

よ
く
施

設

に
移

る
」

と
話
す

。

米

国

で
は
、

シ

ン
グ
ル
同
ｉ
が

同
じ
家

で
助
け
合

っ
て
暮

ら
す

「
シ

エ
ア
ー
ド

ハ
ウ
ジ

ン
グ
」
が
広

く

行

わ

れ

て

い
る
。

米

国

の
高
締
者

の
住
宅
手

情

に
詳

し

い
福
祉

開
発

研
究
所

（東
京

）

の
古

田
隆
幸
所

長

は
、
「
高

怖

層
と
若

い
世
代

の
シ

ン
グ

ル
が
共

同
■
活
す

る

こ
と

も

多

い
。

公

的
援
助

シ

ス
テ
ム
も
整

備

さ
れ

て

い
る
」
と
指
摘
す

る
。

こ
う

し
た
中

、
同
山
県

は
新
年

度

か

ら
全

国

の
自

治
体
と

し

て
初

め

て
、　

一
人
暮

ら
し

の
高
齢
者

の

共

同
生
活

支
援
事
業

を
始

め
る
。

五
、

六
人

が
個
室

で
暮
ら
し
な

が

ら
、

食
事

は
自

炊
し

て

一
緒

に
食

べ
る
生

活
を
想
定

。
市
町
村

が
共

同
生
活

を
す

る
た

め

の
住
宅
を
新

築

ま

た

は
改
楽

す

る
場
合
、

建
設

費

の

一
部
を
補
助
す

る
と

い
う
も

の
で
、

初
年
度

は

四
か
所

で

モ
デ

ル
的

に
取
り
組

む
と

い
う

。
（
Ｈ
６
　

３
　

２４
読

売
新

聞

）

悠

々
く
ら

ぶ
　

　

　

　

　

　

　

　

★

Ｎ
Ｈ
Ｋ
＝

後

１

０５

老
後

は
血
縁
だ
け

に
頼

ら
ず

、
む

し

ろ
気

心

の
知

れ
た
友

達
同
士

で
暮

ら
し
た

い
と
考

え

る
人
が
増
え

て

い
る
。

そ

こ

に
は
、

老
親

の
介

護

に
苦

労

し
た
自

ら

の
体
験
を
息

子
夫
婦

に

は
押

し

つ
け
た

く

な

い
と

い
う
思

い
な

ど

が
あ

る
。

「
友

違
家
族
」

と

も
呼

べ
る
新

し

い
住

ま

い
の
形
を
模
宗

す

る
千

葉

県
我

孫
子
と
京
都

の
グ

ル
ー
プ
を

紹
介

す

る
。

（
Ｈ
３

１

‐７
　

東
京
新

聞

）

高齢の シングル同士が同 じ屋根

の下、故人一緒に暮 らす生活スタ

イルが新たな｀
家族、のあり方 とし

て関心 を集めている。自治体の中

には、こう した一人暮 らしの共同

生活 を支援するところも現れた。

高
齢
シ
ン
グ
ル
同
士

共同出資で家を新築

ゆるやか 第`二の家族、

岡山では初の支援事業も

十        ~

ひ
と
り
じ
ゃ

中

山

　

美

貴

ひ
と
り

ほ

っ
ち

で
教
室

に

い
る

き

の
う

の
夜

　

ぜ
た
そ
く

が
お
き

て

休

み
時

間
も
外

で
遊

べ
な

い

ひ
と
り

ほ

っ
ち

の
数
室

は

時
計

の
吉

が
大
き
く

な

っ
て

せ
ま

っ
て
く

る

世
界

に
　

わ
た

し

ひ
と
り

の
よ
う

で

心

そ
う

の
ド
キ

ド
キ
が
聞

こ
え

る

チ

ャ
イ

ム
が
な

っ
て
　

友
達

が

ド

ア
を

開
け

る
と

　

に

っ
と
す

る

人

は
　

ひ
と
り

じ

ゃ
生
き

て

い
け
な

い

そ

ん
な
気

が
す

る

【横
浜
市

瀬
谷

区
　

二

つ
橋

小

四
年
）

船あ弟席品るの時
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　̈
　
選
ぶ
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

い
の
あ
る
費
日
。

加
人
の
仕
方

に
よ

っ
て
、

年
間
で
は
何
万
円
　
―
マ
ン
や
自
営
業
者
も
加
人
で

も
の
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
生
命
保
険
に
加
入
　
　
そ
し
て
、

最
後
の
グ
ル
ー
プ

し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
人
や
、　

　
は
生
活
協
同
組
合
の
共
済
。

今

今

の
保
険
が
市
く
な

っ
た

の
　
国
生
協
連
や
日
生
協
な
ど
、

さ

で
、

そ
ろ
そ
ろ
見
直
し
を
し
た
　
ま
ざ
ま
な
機
関
が
扱

っ
て
い
ま

い
と
思

っ
て
い
る
人
に
は
、

参
　
す
が
、

生
命
保
険
会
社
並
み
の

考
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
　

　

商
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
、

生
命
保
険
を
扱

っ
て
い
る
グ
　
全
国
労
働
者
共
済
協
同
組
合
達

ル
ー
プ
は
、

大
き
く
分
け
て
四
　
〈
火
不

一全
労
済
）
で
す
。

つ
あ
り
ま
す
。

最
も

一
般
的
な
　
　
一）
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中

の
が
々
令
保
険
会
社
。

国
内
生
　
で
、

総
合
的
に
見
て
最
も
掛
け

保
が
二
十
社
、

外
資
系
を
保
が
　
金
の
安

い
の
は
全
労
済
。

次
い

十
社
あ
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
で
Ｊ
Ａ
で
す
。

こ
と
に
、

今
年

二
つ
日
は
郵
便
局
の
簡
易
保
　
四
月
に
生
命
保
険
会
社
が
掛
け

険
。

国
の
保
険
と
し
て
信
頼
で
　
金
を
改
定
し
て
以
来
、

個
人
年

金
保
険
や
養
老
保
険
な
ど
の
け

著
■
が
高

い
保
険
で
は
そ
の
た

が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

四
十
歳
の
女
性
が

終
身
年
令
　
定
額
理
に
加
入
す

る
と
し
ま
す
。

終
身
午
金
と
は
、

一
ｉ
江
に
わ
た

っ
て
年
金
が
も

ら
え
る
タ
イ
プ
ガ
荘
額
理
と
は
、

年
金
額
の
ベ
ー
ス
に
な
る
基
本

年
金
領
が
ず

っ
と

一
定

の
も

の
。

こ
の
タ
イ
プ
に
、

本
本
年

金
額
を
六
十
万
円
と
し
、

六
十

歳
ま
で
の
二
十
年
間
掛
け
金
を

払
う
と
い
う
条
件
で
加
入
し
た

場
合
、　

一
カ
月
の
■
け
金
は
、

■
命
保
険
会
社
が
　
万
人
千
円

百
八
十
二
円
、

Ｊ
Ａ
が
一
万

一

千
四
百
八
十
円
、

今
労
済
が
二

万
五
百
円

⌒郵
復
局
に
は
定
額

犯
は
な
い
）
。

ｉ
命
保
険
会
社
と
比
較
す
る

て
き
ま
す
。

こ
れ
は
ほ
ん
の

一

例
で
、終

身
保
険
や
養
老
保
険
、

こ
ど
も
保
険
な
ど
も
差
が
大
き

い
の
で
、

家
計
を
頂
か
る
身
と

し
て
は
■
け
令
チ

ェ
ッ
ク
は
■

要
で
す
。

自
動
車
保
険
、

火
災
保
険
、

個
人
年
令
保
険
な
ど
の
兄
止
じ

に
よ

っ
て
、　

一
年
側
の
■
け
金

を
一
十
万
円
く
ら
い
成
ら
し
た

と
い
う
実
例
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、

■
命
保
険
会
社

や
損
キ
保
険
会
社
に
も
、

サ
ー

ビ
ス
の
良
き
と
か
れ
類
の
多
さ

な
ど
の
長
所
も
あ
る
の
で
、

給

合
的
に
比
較
し
て
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
、

イ
ラ
ス
ト
は
花
み
づ
き
）

⌒
Ｈ
５

７

２３
　
神
奈
川
新
聞
）

と
、

Ｊ
Ａ
は
約

七
千
円
、

全
身

済
は
約
八
千
円

も

安

い

の

で

す
。

年
同
で
は

人
万
円
か
ら
十

万
円
近
く
遠

い

¨
　

ま
す
。

二
十
年

”
　

問
に
払
う
掛
け

”
　

金

の
総

額

だ

”
　

と
、

百
六
十
万

¨
　

円
か
ら
二
百
万

円
く
ら
い
違

っ

図
書
紹
介

「さ
ら
ば

・
ラ
バ
ウ
ル
よ
／

鎮
魂
の
話
」

水ヽ
井
秀
尚
作

定
価

一
、

五
〇
〇
円

（送
料
三
十Ｏ
円
別
）

―
す
い
せ
ん
文
―

こ
の
本
は
、

当
会
員

・
鈴
木
良
明
さ
ん
が
、

知
人
の
、

ラ
バ
ウ
ル
で
の
体
験
を
も
と
に
、

ラ

バ
ウ
ル
航
空
隊
生
き
残
り
の
歴
戦
の
勇
士
が
た

ど
っ
た
血
と
汗
の
戦
後
、

鎮
魂
に
悩
み
、

恋
と

大
義
に
生
き
、

全
て
を
裏
切
ら
れ
た
凄
絶
な
人

生
を
小
説
化
と
し
た
も
の
で
す
。

日
本
再
生
の
光
と
影
が
鮮
烈
な
、

そ
の
後
姿

の
影
法
師
に
共
感
あ
れ
。

著
者
略
歴
　
よ
あ
さ

本
名
　
鈴
木
良
明
　
一
九
三
四
年
生
れ

岐
手
大
学
卒
、

役
人
生
活

（神
奈
川
県
）
が

長
く
、

退
職
後
独
立
自
営
、

現
在
自
営
業

許
同
県
出
身
の

「作
家
」
会
員

俳
人
、

正
阿
子
況
の
遠
縁

斉
藤
茂
吉
の
弟
子
の
歌
人
永
井
フ
サ
の
甥

申
込
先

〒
４‐４

許
同
県
伊
束
市
宝
町
２
１
‐０鈴

木
良
明

阻
〇
五
五
七
十
と
二
七
▼
―
〓
三

一〇

又
は
、

〒
‐‐２

東
京
都
文
京
区
日
白
台
２
１
・３
‐
２

伸
近
代
文
芸
社

恥
〇
三
―
ご
一九
四
二
）―
○
人
六
九

酬
０
一一―
雪
一九
四
こ
―

〓
百
三

再生紙 使用。少しでも地球がきれいになりますように!1


